
 

 

 

 

胚乳 

⽶糠麹乳酸発酵 

◇ 変えます 「仕事の質」

(1) ⾷品開発展(Hi)2015 出展社プレゼンテーション 

Ⅳ. ワークライフバランス： 

Ⅰ.温故知新：「⽶の健康をヒトの健康に」 

アスク薬品株式会社 

◆ 変えません  「変化を視る秤」

世界最古のスパイス「シナモン」〜⾎糖管理への利⽤〜 
10 ⽉ 7 ⽇(⽔)13:30〜13:50（F 会場）・10 ⽉ 8 ⽇(⽊)14:30〜14:50（F 会場）

2）ナンバ歩きのご紹介：「夏⼭に⾜駄を拝む⾸途哉」芭蕉 からの気づき

● 従来の⽇本の歩き⽅で明治以降の⾏進歩きとは異なる
● 左⼿と左⾜ 右⼿と右⾜ ⾝体を捻らずに歩く 
● 修験道の祖 役⾏者に倣い 芭蕉もナンバ歩き 
● 相撲 柔道 剣道 歌舞伎 盆踊りに残る

★ 9 ⽉ 30 ⽇現在 ⼭形県⽉⼭を歩⾏中。(1088.3km - 79%) 

Ⅱ．学術、海外のハーブ医薬品・⾷品についての情報：

1) ⼆段発酵⽶糠液とパウダー 

歩き⽅ ◆ナンバ歩き ◇⾏進歩き
上半⾝と下半⾝ ねじらない ねじる
⾜先の動かし⽅ つま先から かかとから
⾝体の動かし⽅ 少ない 多い
歩⾏可能時間 ⻑時間 短時間
脳の状態 左脳＆右脳 左脳優位
意識 意識的 無意識

⽶糠麹

ニッケイ Cinnamomum loureiroi Nees 
① 第 7 改正⽇本薬局⽅迄 ⽇本ケイ⽪として収載されていた 
② 使⽤部位： 他のシナモンと異なり根⽪  
③ ⽤途 ⾷⽤、芳⾹性健胃剤 
④ 紀伊半島、四国、九州で⾃⽣

精⽶ 

⽇本酒⽤の原⽶（国産へのこだわり） 

糠（ぬか層と胚芽）： 
⽶の健康/糠漬の素 

精⽩⽶(胚乳)： 
 ⽶の芯/酒の素

 機能性成分の宝庫：  
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⾎糖値上昇抑制、抗糖化、脳機能改善 

脂質代謝改善、抗肥満 

糊粉層 
種⽪ 
果⽪ 

精⽶歩合とともに： 
 タンパク、脂肪が減少  ↓ 
 デンプンの構成⽐が増加 ↑ 

精⽶した「⽶の芯」を使⽤: 
 純⽶酒  精⽶歩合 70％以下 
 吟醸酒   精⽶歩合 60%以下 
 ⼤吟醸酒  精⽶歩合 50%以 
 本醸造酒  精⽶歩合 70%以下 

ぬか層

⽶の芯 

乳酸菌醗酵 

麹菌醗酵 

⽶糠⼆段発酵物: 元気の素 
●醗酵技術（特許出願） 

●ヌカ臭の無い糠 
●酸敗しない糠 

γ-オリザノール フェルラ酸 
フィチン酸 

ビタミン B1 ビタミン B6 

⾷物繊維 

GABA 

亜鉛 マグネシウム 

 麹菌醗酵

 酵⺟菌醗酵

原酒と酒粕： 
｢百薬の⻑」 

“Good Wine makes 
Good Blood” 

2) シナモン乾燥エキス GMP093： 

(2) ⽇本桂⽪を求めて（⾺場隊⻑）： 

 

63rd Int. Congress and Annual Meeting of the Society for Medicinal Plant and  
Nat. Prod. Research (2015 年 8 ⽉ 23〜27 ⽇ ハンガリー、ブダペスト) 
☆ノコギリヤシ（ヘキサン抽出物・エタノール抽出物）の有効性に関するシステマティック・レビュー 

を発表（KOOP：ドイツ植物療法協会) 
☆Sideritis scardica (シデリティス茶・ギリシャ⼭茶)抽出物の認知機能改善効果を発表 

(ドイツ・ハイデルベルク⼤学、Finzelberg 社) 
 

※詳細については、アスク薬品株式会社までご照会下さい。※ 

胚芽 

Ⅲ. 製品情報：⼆段発酵⽶糠液とパウダーとシナモン乾燥エキス 

関与成分 フェルラ酸、オルニチン、GABA など 

推奨量/⽇ 設定中 

安全性試験 ●⾷経験 有 ●残留農薬試験 

機能性情報※ ⾎糖管理、美肌、認知機能改善、腸内環境の改善 
※⽂献情報に基づく。
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●ナンバ歩きと⾏進歩き： 左図、下表
出展 歩⾏道普及協会ウェブサイト「ナンバ式とは」 

① シナモンの歴史と公定書収載
② ⾎糖管理に Cinnamomum cassia Blume (⽇本薬局⽅ 桂⽪)を使う理由 
③ In-vitro/In-vivo 試験で作⽤機序の解明：Phytother.Res.19，203 2005 
④ 健常者（男⼥ 12 名）でのヒト臨床経⼝ブドウ糖負荷試験（OGGT）：Diabetologie & Stoffwechsel 2008 
⑤ ⾼⾎糖（男⼥ 60 名）でのプラセボ対照⼆重盲検試験：European Journal of Clinical Investigation 2006 
⑥ 関与成分についての考察   
⑦ 安全性についての規格化: クマリン＜0.1% 精油＜0.1％ 
⑧ 製品開発のご提案： 機能性⼋ッ橋 （シナモン乾燥エキス ＋ ⼆段醗酵⽶糠） 

〜到達点：新潟まで 1,391km〜 1) リレーde ウォーク ⾏徳 法善寺発のおくのほそ道 
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★9 ⽉末現在 1088.3km
 ⼭形県⽉⼭を歩⾏中。 
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